
そうだったの！？
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したりして4260人（18%）の人がいなく

なった」

　「住宅や就労場所、教育の場など生

活再建に関わる問題」や「防潮堤の再

生と高台移転、どちらへの投資を優先

させるか」、「行政・議会が支援アクター

を上手く活用できていない」と続けた。

　住民の自発的な活動の重要性を主

張しながら、独自の「熱血！気仙塾」を紹

介した。

　「熱血！気仙塾」とは、「みんなで街おこ

し・夢おこし」をテーマに、行政と住民が

連携して陸前高田を盛り上げていく。

　熱気球体験やスポーツ施設・公園の整

備、農商工を連携させた新たな生業の創

出、インターネットを利用した特産品やグル

メ販売などのプロジェクトが進行中。

　街おこしの成功には「学生の多様な

新しいアイデアが欲しい。マーケティング

います」

　「支援の手が途切れないように、中

長期の視野で活動していくことが大切

です」

　今後は「誰が来ても変わることのない

ケアの提供」をするため、日常の危機管

理・活動をすべてノートに記録し、チェッ

ク表を作ることが必要という。

　「被災地は一つの街であることを忘

れてはならない、『永久的住まい』という

意味で仮設住宅の暮らしをみていくこと

が大切」と訴えた。

　我々はこれから、目標・目的（理念・信

念・責任）を持ち、地域を巻き込みなが

ら活動していく。防災・減災のために危

機管理意識を高めていく必要があるこ

とを再確認して、２時間近くに及んだシ

ンポジウムは幕を閉じた。

（学生記者　中野由優季＝法学部３年）

う。ホームランがよく出るときの表現は、

縁起のよい球場、ゲンのよい、相性のい

いなどの言葉が適切だ。

●肌寒い

　「ハダザムイ」は残念ながら間違い。

正しくは「ハダサムイ」と、“さ”が濁らな

い。寒いときに年中使われているようだ

が、本来は秋になって、肌に寒さを感じ

ることをいう。

●檄（げき）を飛ばす

　「自分の主張や考えを広く人々に知

らせて同意を求める」ことで、元気のな

い者に刺激を与えて活気づけることで

はない。

●弱冠１８歳？の少年

　弱冠とは２０歳になったお祝いにか

ぶるもので、弱冠は２０歳を意味する。

●元日と元旦　

　元日は１月１日、元旦は１月１日の朝。

元旦の夜という言い方は不適切。

●貯金と預金

　郵便局に預けるのが「貯金」、銀行が

「預金」。

●病院と医院

　入院ベッド設備があるのが「病院」、

ないのが「医院」。

●食料と食糧

　食料は、野菜・肉・魚などの食べ物。

食糧とは、米・麦などの主食。

●会社の住所

　会社には人が住んでいないから「住

所」ではなく、「所在地」となる。

やコンサルティングを手伝って欲しい」と

呼びかけた。

阪神淡路震災の経験

　１９９５年1月１７日の阪神・淡路大震

災で被災した黒田さんは、「阪神の時

に学ばせてもらったことを何か恩返しし

たい」

　という思いで、２０１１年３月１１日の東

日本大震災翌日から宮城入りした。

　仮設住宅を運営する。「孤独死と寝

たきりを絶対に出さない」ことを軸に“地

域の・地域間の・地域と県の・地域と市

のネットワークづくり”に奮闘している。

　「宮城の仮設住宅には２年間という

約束で入っていますが、いずれ去りゆく

存在にならないよう、被災者に新たな心

の傷を作らないよう、心がけて活動して

●確信犯　

　悪いことと分かっていながらの行為と

いう解釈をしているが、これは誤解。

　本来は信念に基づく行為を意味

する。

●気が置けない　

　相手に気配りや遠慮をしないでよい

との意味だが、反対に気配りや遠慮を

しなくてはならない、と思っている人が

多い。

●ジンクス

　「この球場は阿部にとって、ホームラ

ンがよく出るというジンクスがあります」。

ジンクスは縁起のよくないときに使う言

葉で、初年度の成績がよくて２年目不

振だったとき、「２年目のジンクス」とい

「あの人は姑息だから」。こう言われたら、「ひきょう者」と思う。調査にそう答えた人が７１％にも達した。本来は「一時しの

ぎ」を意味する。正解率は１５％だった。知っているようで知らなかった言葉の数々。新企画「そうだったの！？」は、こんな言

葉を集めた。文化庁の「国語に関する世論調査」を参考にした。

活 動 継 続 を 認 識

新 企 画


